
地

球

第
二
十
容

筋
五
紙

三
諾

三

六

正
誤

日
本
海
の
海
底
地
形
の
春
風
確
に
就
い
t}

本
誌
前
蛇
に
任
来
し
た
｢
日
本
海
の
海
底
地
形
｣

の
中
､
春
帆
鵜
の
位
聡
に
関
し
て
裸
を
記
し
た
か
ら
こ
1

に
訂
舵
す
る
0

春
風
蛾
は
昭
和
五
年
七
月

二
十
三
日
十
六
時
中
頃
非
凡
丸
が
鑓
且
し
た
も
の
で
あ
っ
て
､
そ
の
位
肝
は
北
緯
三
九
鹿
川
六
分
､
弧
裡

ll
三
三
皮
三
九
分
に
あ
り
､

(
こ
の
位
股
を
決

山.<
し
た
と
き
の
光
測
は
吋
成
り
不
北
棟
で
あ
っ
た
∪
詳
し
-
は
水
路
媒
朝
鮮
十
二
年
妨
十
雛
参
糊
…)
大
利
蛾
の
湖
か
ら
北
西
約
六
三
川
に
冊･=
つ
て
似
て
､

雑
務
が

堺
に
四
六
五
米
の
櫨
唯
と
和
裁
し
た
も
の
で
あ
る
｡

筆
耕
が
琳
帆
椎
と
誹
り
記
し
た
七
九
七
米
の
蛸
蛾
は
'
昭
利
七
坤
に
芳
偲
丸
が
発
見
し
た
も
の
で
あ
っ
て
､
別
に
命
朝
さ
れ
て
は
居
ら
ず
.
芋

川技
輔

は
新
賭
併
叫
と
記
載
し
て
甲

b
れ
る
O

以
上
の
雅
紀
に
対
し
て
御
虻
志
し
て
下
さ
っ
た
帥
戸
縦
枠
試
薬
兜
の
旦
杓
孝
次
氏
に
慌
謝
す
る
次
醇
で
あ
る
O

(
今
村
)

編
辰
山
産
霞
看
閃
長
岩
中
の
へ
-
ス
テ

ン
ゲ

ス
石

に
就

い
て

音

浬

捕

(1)

春
霞
石
閃
長
岩
中
の
主
婁
有
色
鯖
物
と
し
て
従
来
任
意
n
れ
カ
も
の
は
'
坪
井
数
按
に
よ
っ
て
を
の
光
学
性
を
決

定
さ
れ
た
珍
奇
を
韻
雲
母
で
あ
る
｡
乙
の
含
黒
雲
母
霞
石
閃
長
岩
は
涌
辰
山
頂
よ
か
兼

斜
面
に
そ
の
主
産
地
を
有
し

山
頂
よ
少
酉
斜
面
殊
に
筆
者
の
所
謂
赤
色
閃
長
岩
と
按
す
る
附
鑑
の
霞
石
閃
長
岩
に
は
多
畳
の
角
閃
石
が
含
有
n
れ

て
ゐ
る
O
乙
の
含
角
閃
石
舶陳
石
閃
長
岩
と
含
黒
雲
母
霞
石
閃
長
岩
と
の
中
間
に
は
両
有
色
錬
物
を
含
有
す
る
噂
移
岩



朝
が
説
め
ら
れ
岩
石
撃
的
に
甚

だ興
味
あ
る
7P
の
で
あ
る
｡
本
角
閃
石
は
普
通

一
概
内
外
の
長
杖
状
結
晶
を
な
し
て

存
在
す
る
が
､
シ
r

:-

-
レ
ン
を
な
す
部
分
に
は
四
立

糎
は
蓮
す
る
も
の
も
あ
る
.
以
下
筆
者
が
記
載
せ
ん
と
す
TQ

角
閃
石
は
普
通
岩
鼎
に
属
す
る
韻
雲
母
の
含
有
景
敵
も
少
在
る
角
閃
石
霞
石
閃
長
岩
中
の
JC
の
で
'
前
述
の
爾
有
色

錬
物
を
舎
監

有
朋
に
於
け
る
も
の
及

シュ
リー
レ
ン
を
な
す
も
の
に
就

い
て
は
後
口
に
譲
る
fJ
と
ゝ
す
る
｡

党

費

的

性

質

肉
眼
的
に
は
湊
韻
不
透
明
で
光
樺
弧
-
､
帳
痕
は
濃
次
純
色
警

吏
す
る
｡

1
故
に
新
鮮
で
､
誉

石
は
角
閃
石
の
外

に
乾
不
敗
徴
斜
長
石
を
多
党
に
含
有
し
､
少
許
の
曹
長
石

･
黒
雲
母

･
風
信
子
鋭

｡
チ
ク
ン
地
銀
及
ユ
ー

コ
ラ
イ
ト

(e
u
k
olit)
?

等
と
､
そ
の
周
遊
む
等
方
性
放
物
に
依
つ
王

墓

に
取
囲
ま
れ
､
籍
に
反
騰
作
用
を
妨
ま
た
げ
ら
れ

残
存
躯
物
の
性
質
を
ホ
す

エ
デ
ル
輝
石
の
球
状
集
合
健
と
を
含
ん
で
ゐ
る
｡

角
閃
石
は
吸
収
性
甚
だ
弛
-
'
且
釆
屈
折
皮
甚
だ
微
弱
な
た
め
濃
色
を
量
し
､
0
･
〇
三
粍
厚
の
薄
片
で
は
を
の
光

母
性
の
決
定
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
0
本
騎
物
は
自
形
乃
至
草
白
形
で
'
長
杖
状
結
晶
を
な
し
'
底
面
を

.!
股

に
欠
険
し
で
ゐ
る
｡
そ
の
周
遊
重
陽
叉
は
壁
間
に
沿
う
て
濃
褐
色
弧
多
色
性
の
畏
雲
母
の
小
楯
晶
が
屡
々
晶
出
し
､

努
開
け
的
う
で
晶
出
せ
る
も
の
で
は
心
髄
角
閃
石
と
韻
雲
母
と
の
壁
間
跡
が
軍
行
な
rJ
と
が
普
通
で
あ
る
｡
角
閃
石

に
は
(
1
0
0
)
双

晶

が
屡
々
春
准
し
.
二
緊
井
よ
-
成
る
の
が

ti
般
で
あ
る
が
締
れ
ほ
は
多
栗
片
で
あ
る
乙
と
も
あ
る
｡

左
右
結
晶
軸
晶
帯
の
観
察

底
面

に
於
で
桂
的
軍

寺

田
比
較
父
は
る
プ
-
ズ
ム
穿
開
跡
の
為
す
平
行
四
蓮
形
の

長
対
角
線
の
方
向
即
ち
左
右
鮎
晶
刺
の
方
向
は
翌

日
濃
線
色
で
可
が
付
置
し
､
矩
封
角
線
の
方
向
は
黄
色
で
毎
が
棟

相
成
山
姥
岱
祈
閃
菩

村
中

の

へ
-
ス
ナ

ン
グ

ス
不
に
就

い
て

志

筑

三
七



地

球

第
二
十
各

節
五
紙

嘉

六

三
八

粧
し
て
ゐ
る

｡
()00)
に
近

い
杖
状
断
固
(
rJ
の
場
合
は
直
洞
光
で
あ
る
乙
と
は
勿
論
)
で
は
壁
関
の
方
向
が
背
紋
濃

蘭
色
で
帰
が
位
置
し

.
壁
開
に
画
角
を
方
向
即
ち
左
右
結
晶
軸
の
方
向
で
は
珊
育
濃
純
色
で
可
が
位
置
し

てゐ
る
｡

そ
の
他
こ
の
晶
瀞
に
儀
す
る
如
何
な
る
断
面
に
於
て
も
す
べ
て
左
右
結
晶
軸
の
方
向
に
扉
が
位
置
す
る
fJ
と
即
ち
こ

の
晶
帯
の
柱
状
断
面
は
於
で
伸
長
方
向
が
負
で
あ
る
rJ
と
は

1Lo=
b
で
光
軸
面
が

(
010)
に
垂
再
で
あ
る
こ
と
を
暗

示
し
て
ゐ
る
｡
乙
の
晶
帯
の
杖
状
断
面
に
於
て
は

一
般
は
乗
屈
折
皮
革
だ
徹
鍋
で
､
隣

っ
て
多
色
性
も
他
の
断
両
に

比
し
て
甚
だ
錫
い
が
､
rJ
れ
ら
の
断
面
中
は
銃
等
分
線
に
垂
画
を
も
の
が
あ
る
｡
牧
歌
光
で
槍
す
る
と
黒
十
字
は
吸

収
性
の
弧
い
の
は
反
し
'重
屈
折
性
が
弱
い
為
貴
紙
の
安
瓢
附
近
で
幾
分
不
明
瞭
に
太
-
且
硯
野
は
暗
票
で
あ
っ
て
､

四
十
五
度
付
置
は
於

で票
十
字
が
双
曲
線
に
分
か
れ
る
か
否
か
甚
だ
不
明
瞭
で
あ
る
が
､
弧
力
を
電
燈
光
源
を
使
用

す
れ
ば
辛
じ
.tJ
双
曲
線
に
在
る
の
が
不
明
瞭
な
が
ら
謂
め
ら
れ
る
ほ
ど
光
軸
角
の
小
な
る
も
の
で
あ
る
｡
光
軸
両
は

明
瞭
は
努
関
に
垂
宙
で
即

･IL(
0
1
0
)

で
あ
る
｡
光
軸
角
を
間
接
測
定
す
る
乙
と
は
固
執
な
が
ら

E
=

t
T

を
得
た
｡

光
撃
的
負
で
あ
る
pJ
と
は
勿
論
で
あ
る
｡
叉
薫
十
字
は
よ
っ
.て
分
れ
た
る
四
象
限
に
於
で
壁
間
を
横
切
る
封
面
的
の

二
象
限
は
赤
-
.
他
の
二
象
限
は
骨
-
色
附
い
て
ゐ
て
光
軸
分
散
の
狙
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
瞭
で
.
メ
ラ
ト
ー

プ
の
頂
鮎
に
於
で
音
色
で
あ
る
か
ら

p
<
と
で
あ
る
｡
な
ほ
光
軸
面
の
付
置
及
び
光
軸
分
散
様
式
は
柱
状
断
面
で
仝

-
黍
屈
折
を
不
n
在

い
79
の
ほ
光
軸
に
垂
匿
を
干
渉
圏
を
不
す
も
の
が
あ
っ
て
､
rJ
の
時
rJ
の
干
渉
園
は
四
十
五
度

位
置
は
於
で
光
軸
角
少
在
る
為
明
瞭
は
轡
曲
す
る
か
ら
之
れ
か
ら
も
論
定
す
る
こ
と
が
出
凍
る
｡
夜
は
fJ
の
左
右
結

晶
軸
晶
帯
に
春
す
る
断
面
で
は
消
光
位
の
分
散
は
静
め
ら
れ
覆

い
｡

(り一)

(Ot
O
)
に
於
け
る
観
察

こ
の
種
混
む
確
定
す
る
に

は

春

本
先
産
が
指
示
n
れ
た
回
樽
経
緯
鋸
蔓
に
よ
る
方
法
が



圏

便
利
で
あ
る
が
,
吸
収
性
張
力
-

-

療
養
に
些
少
な

傭
角
を
輿

へ
-

曙
黒
主
-

消
光
位
蒜

定
す
る
fJ
と

は
誓

ル
ビ
不
可
讐

あ
っ
荒

ら
,
普
通
の
如
-
(
l
o
o
)

誉

帽
-

用
し
三

0
1
0
)
甫
晶

定
す
る
方
法
還

っ

た
｡
乙
の
断
撃

は
n
g,-
n
17迄

蒜

富

で
､
n

p

,I
n

1
.

は
-

で
あ
る
｡
乙
の
断
面
に
於
-

消
光
位
の
分

散

が
あ
っ
古

色
光
に
於
長

次

票

可
能
で
あ
る

｡(

010

)

に
於
け
晶

光
位
は

n:c
I
16･5
(

589･晋
Ju)
是

たO
FJ
e
n
g,=

nl]あ
方
が
上
下
慧

軸
に
n
plI
n
p
よ
-

接
菅

-

る
乙
と
が

.長
と

へ
光
軸
票

(
0
1

0)に

重
曹

あ
っ
吉

リ
ー
ベ
カ
イ
ト
､
ア
;

グ
音

ソ
ナ
-

と
異

-

讐

あ
る
｡

在
-

の
断
固
で
は
鈍
等
分

線
墓

匿
葦

渉
園
芸

す
べ
-

あ
る
が
p
光
軸
角
の
小
-

と
,
琵

軸
の
分
散
す
る
乙
と
､
吸
収
性
の
習

等
に
ょ
っ

て明
瞭
夜
干
渉
闇
は
観
め
る
乙
と
は
出
裸
を
か
っ
た
｡

写

る
に
之
等
の
光
撃
的
琵

質
は
へ

1
-
ン
グ
芸

-

す
べ

p
J-

言

の
光
軸
面
の

卜
(
010)提

置

す
る
乙
と
は

B
iltin
g
が
述
べ
宗

-
電
着
閃
長
岩
覧

有
孟

る
-

の
特
徴
と
す
べ
き
-

の
様
で
慧

本
邦

(e?)

に
散
見
さ
れ
た

ヘ
-
ス
チ
ン
グ
ス
石
と
異
な
る
瓢
で
あ
る
｡

在
は
屈
折
率
は
薄
片
中
よ
り
通
常
な
断
面
を
摘
出
し
-

線
を
鵜
川
し
て
測
定
し
､

㌔
-
1･7
2
4
,

n
7,F

l
･7
2
3
,

n
p

I
t,7
0
6

(
豊

中
の
琵

2

8-
30oc)

完

允
｡
之
机
か
ら
光
軸
角
-

-

れ
ば

等

I
T

)2
T

に
鷲

が

屈

折
率
は
小
数
以
下
三
位
-

よ
品

定
し
な
か
つ
荒

ら
･
不
明
瞭
な
が
ら
匿
接
卿
足
し
得
た

2V
-
20oca･
の

方
が
好
結
典
の
様
で
あ
る
｡

慕

慧

こ
の
角
閃
石
に
は
別
間
に
示
す
が
如
き
-

構
造
が
管

寵
め
ら
れ
る
○
中
心
相
の
消
光
角
は
(010)

簸

て
n:
CI
16
･50
(589･SFV
l)
で
あ
る
が
'
周
遊
相
で
は

n:7㌢

220-
23
'
で
周
遊
鼎
の
方
が
消
光
角
は
大
で
あ

票

出
庫
票

崇

等

の
へ
-
ス
チ

ン
ダ

ス
歪

禦

て

重

宝



-- スチ ングス石(010)に
於ける鼎滞構造

(1)中心相 (2)用達布棚
B用達を求刑む点聖母

r一
)

妨
五
簾

孟

<

四

〇

る
｡
勿
論
中
心
相
と
周
連
粕
と
で
オ
リ

エ
ソ
テ
ー
･W

ン
の
相
蓮
は
な
-
光
軸

面
は
共
に
(0
)0)
に
重
荷
で
N
,
I
b

で

あ
る
が
'
周
逮
相
の
多
色
性
は
叫
の
方

向
で
背
紋
苛
色
で
'
中
心
相
よ
さ
も
漁

色
で
あ
る
が

se.J
･
珊1..の
多
色
性
は
爾
相

典
に
漁
色
で
あ
る
た
め
か
著
し
い
克
典

を
謎
め
難

い
｡
屈
折
率
は
周
連
相
の
方

が
や
J
小
な
る
様
に
息
は
れ
ね
が
明
確

在
測
定
は
未

だ

行

は
れ
で
に
ゐ
る
｡

T
･
L
･
W
a
lk｡rの
カ
ナ
ダ
･
オ
ン
ク
リ
オ
･
へ
-
ス
チ
ン
〆
ス
カ
ウ
ン
チ
I
に
於
け
る
霞
石
閃
長
岩
叫
の
へ
-
ス
チ
ン

グ
ス
石
の
報
小
目
に
よ
れ
ば
"

け
C

は
酸
化
箪

表

皮
チ
タ
ン
今
泉
の
増
加
で
特
大
し
､券
士
の
相
加
で
減
小
す
る
,J
と

を
述
べ
て
ゐ
る
(
別
衣

N
o
･
I
Tt,
N
o･
IV

参
照
)
｡
此
邦
貨
が
本
角
陶
石
に
も
適
用
さ
れ
る
と
す
れ
ば
､
本
角
閃
石
の

周
遊
棚
即
ち
晩
期
和
は
中
心
祁
即
初
期
利
に
此
し
耕
土
の
減
却
と
堅

1銭
及
チ
タ
ン
の
相
加
と
が
考

へ
ら
れ
る
0
換

.+..‖
す
れ
ば

N
aF
eSi20
6
分
寸

の
増
加
即
-
1
AL
カ
イ
ト
に
樽
移
せ
人
と
す
る
傾
向
車
不
す
も
の
に
あ
ら
ず
や
と
思

(L.)

は
れ
る
.
仰
ア
ル
カ
リ

地
角
閃
ポ
族
の
成
囚
約
品
日
収
･.t
に
就

い
て
は
精
々
の
考
瀧
が
貴
女
r
,小
.
就
中
K

u

n
it
z(T

)

の
+I,
-
ケ
ビ
カ
イ
ト
t

へ
-
ス
チ
ン
〆
サ
イ
ト

-
fi
ト
フ
ォ
ラ
イ
ト

1
7
ル

フ
ケ
も
ド
ソ
ナ
イ
ト
問
の
逃
横
軸
係
､

･:;



田
撃
士
が
隠
岐
ア
ル
カ
-
岩
に
於

い
て
磯
風
さ
れ
允

へ
1
-

ソ
グ
サ
イ
-
ー
ア
ル
フ
グ
芹

ソ
ナ
イ
-
の
蓮
綬
系

刺
,
及

へ
1
-

ン
グ
サ
イ
ト
ー
カ
ト
フ
ォ
ラ
イ
ト
1
-
-
べ
カ
イ
ト
ー
ア
ル
フ
グ
ェ
ド
ソ
ナ
-
卜
の
不
連
績
系
列
及

柴
田
撃
士
の
化
撃
組
成
上
の
踊
係
等
注
目
す
べ

き
も
の
で
あ
る
が
'
本

へ
-
ス
チ
ン
グ
石
は
富
田
撃
士
の

へ
-
蛋
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膿
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含
ま
慧

岩

相
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､
大
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含
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葡
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蒜

品

死
と
云
藷

-
'
岩
壁
分
化
の
過
轟
に
於
三

-
ス

テ
ン
グ
芸

霞
石
閃
悉

石
か
ら
望

竃

霞
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岩
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す
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際
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芸

か
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1
-

ン
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岩
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撃
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ら
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す
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皮
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チ
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離
せ
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し
た
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､
母
岩
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そ
の

ぞ

破
砕
す
る
時
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少
許
含
有
す
る
チ
…

蛾
鶴
と
の
分
離
困
難
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る
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め
母
岩
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角
閃
石
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鎖
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之
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,
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づ
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ー
レ
1
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せ
る
長
石

姦
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分
断
し
議

決
警

チ

レ
ン
液
に
品

糾
し

孟

液
よ
り
韮

い
も
の
の
み
を
槍
鋸
し
た
る
に
､
周
遊
に
附
着
せ
る
空

電

響

蒜

金
品

め
ず
.
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夕
蒜
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No.I No..ⅠⅠ. No.ⅠⅠⅠ No.ⅠⅤ No.Ⅴ

産 地 AslSeudnegne,HDa:snntfnaafnl,nOCOoT: I, ,, sFaunl:ul;h.ine-a

SiO2 37A9 34.184 36.66 36.94 37.33
TiO.3 0.86 nd 1.04 0.97 1.32
A1201ー 10.81 ll.527 14.81 15.16 12.78

化 芸ee.zP'.～ 7.5225.14 12.62121.979 8.1021.67 7.44 8.5821.67 21.65

L撃MM芸0. 2:93E E二塁諾 0.612.20 0.712.53 1.361.48

組 Baa% 92:岩石 呂:宴≡岩 9.382.87 9.322.86 9.463.49

成 凱 昌 呂王 I 喜:喜846i 2.611 0-33 2.62 1.891 0.31 3:当主

･otal 1 99.盲｢ ｢ 一一h9& 1 100.28 .100.53日 00,37
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く8) (:-1)

備考 No.Ⅰは QuenselのデータをBi11ing が若干訂正したものO
(9). (3)

No.ⅠⅠの化壌分析はHarringtonによって､光掛 軸ま Billing が改
訂 したものo

(4)
No.ⅠⅠⅠ及 No.ⅠⅤ の分析は B.W.Todd によ1)､ 光壌帆 ま E.S.

LarsenによるD
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